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 要 旨   
目的： 
 本研究では、毎日の中等度飲酒（標準飲酒量で毎日 2 杯〈アルコールで約 20 g〉）と週末

の多量飲酒（一日 7 杯〈アルコールで約 70 g〉、一週間に 2 日の飲酒）が血清脂質レベルと

粥状動脈硬化の進展に与える影響について検討した。 
方法： 
 ApoE 欠損マウスに（1）“毎日の中等度”アルコール量（血中アルコール濃度：0.07%）、

（2）“週末の多量”アルコール量（血中アルコール濃度：0.23%）、（3）等カロリーのコー

ンスターチを与えた。粥状動脈硬化巣を実験的に形成するため、部分的頸動脈結紮を施し、

アルコール投与期間中（4 週間）高脂肪食を与え、2 週間後に血清脂質レベルと粥状動脈硬

化巣の形成を測定した。 
結果： 
 毎日の中等度および週末の多量アルコール摂取の両群で HDL-コレステロールレベルは

増加したが、LDL-コレステロールレベルは毎日の中等度アルコール摂取マウスで有意に低

下し、一方、週末の多量アルコール摂取マウスでは上昇した。毎日の中等度アルコール摂

取マウスでは、アルコールを摂取していない対照マウスと比較して、血管管腔容量の増加

とマクロファージ集積の減少を伴って粥状動脈硬化巣の大きさは低下した。対照的に、4 週

間の週末の多量アルコール摂取で血管管腔容量の減少とマクロファージ集積の増加を伴っ

て粥状動脈硬化巣は増加した。 
結論： 
 本研究結果は、“毎日の中等度”アルコール摂取と“週末の多量”アルコール摂取の飲酒

パターンによる粥状動脈硬化巣の発達に及ぼす影響の違いについて初めて示したものであ

る。アルコールの心血管系に対する影響では、アルコール摂取の総量ではなく、アルコー

ル摂取パターンが重要であると考えられる。 

 




